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３ 評価委員の意見に対する対応 

これまでの事務点検・評価において、評価委員よりいただいた意見に対する対応状況

を下記のとおり区分して示します。なお、前年度の事務点検・評価報告書で区分「○」

と示したものについては記載を省略します。 

区分 説明 

〇 意見に対する取組を実施しているもの。 

△ 意見に対する取組みについて検討しているもの。 

× 未対応のもの。 
 

（１）学校教育分野 

ア 令和２年度事務点検・評価（対象期間：令和元年度） 

施策 評価委員の意見（抜粋） 対応状況 区分 

2-1 豊かな心の

育成 

「読書習慣のある児童生徒の

割合」は数年での低下が見られ

る。現在の児童生徒の読書実態

の把握や学習での本や資料の

活用等、方策を検討していくこ

とが必要であろう。 

昨年度に引き続き、読書量調査

を実施し、児童生徒の読書実態

の把握を行います。また、児童

生徒の読書習慣の形成に向け、

学校図書館指導員やボランテ

ィアによる読み聞かせ等を行

います。さらに、学校図書館指

導員の研修テーマを「授業への

支援」とし、計画的に学習での

本や資料の提示等を行い、積極

的に児童へ学習の支援をする

ことで、学校図書館の充実を推

進していきます。 

（教育指導課） 

○ 

2-2 社会的自立

に向けた強

い心の育成 

（キャリア教育について）今後

の課題としては、研究推進を行

ってきた学校の事例等を活か

せるよう、学校内外において継

続可能な支援や、情報を共有す

るための仕組みづくりがさら

に必要になるだろう。また校内

外でのキャリア教育の実践の

中心となる教員の育成や支援、

また個々の教員へのキャリア

教育についての理解を推進す

るための方策の検討が重要で

ある。 

 

 

 

研究指定校における実践の成

果について、キャリア教育主任

研修会やキャリア教育推進連

携会議で周知しました。キャリ

ア教育を推進する教員を育成

するために、市外、県外への研

修に派遣しています。 

（教育改革推進課） 
○ 
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施策 評価委員の意見（抜粋） 対応状況 区分 

3-2 体力の向上 （民間スイミングスクールを

活用した水泳学習について）課

題としては、交通事情などで想

定以上の移動時間がかかった

際の学校内やスイミングスク

ールとの調整が必要になるこ

とが挙げられる。また双方での

打ち合わせは、現地での対面、

電話等で行っているが、評価と

指導の一体化をより図るため

にも引継ぎも含めて継続可能

な形でのあり方を学校の状況

に合わせて探ることがさらに

重要であると言える。 

民間スイミングスクールを活

用した水泳学習については、事

前打ち合わせを入念に行い、学

校とスイミングスクールが連

絡を密にとって調整等を行っ

ています。また、指導・評価に

ついては、市共通の進級カード

を作成し、学校の実態に合わせ

て加筆修正を行い、スイミング

スクールに提供し、評価等に活

用しています。 

（保健体育課） 

○ 

 

（２）生涯学習分野 

ア 令和２年度事務点検・評価（対象期間：令和元年度） 

施策 評価委員の意見（抜粋） 対応状況 区分 

1-2 
学習環境の整

備 

（千葉市図書館ビジョン 2040 に

ついて）このコンセプトを実効性

あるものとするためには、千葉市

図書館情報ネットワーク協議会な

どを通じて多様な協働・連携事業

が検討され、また中央図書館と生

涯学習センターが合築である利点

をいかした体系的な事業の企画・

実施など、教育的な相乗効果や創

発効果を意図したプラットフォー

ムの形成・充実が必要であろう。 

千葉市図書館情報ネットワー

ク協議会加盟館による情報提

供能力を強固にし、図書館サ

ービスの向上を図るととも

に、学術研究及び生涯学習の

発展に寄与するため、加盟館

紹介展を実施しました。また、

中央図書館と生涯学習センタ

ーとの連携による「七夕平和

プロジェクト」への参加など、

共に生涯学習施設である強み

を活かした取組を進めていま

す。 

（中央図書館管理課） 

○ 

2-1 

郷土への愛着

を深める学習

機会の提供 

（加曽利貝塚博物館の管理運営に

ついて）ホームページは、国内の

みならず、海外も含めて場所を問

わず、さまざまな人々の目に触れ

るために非常に効果的な宣伝媒体

であり、さらなる情報発信に努め

られることを期待する。また、加

曽利貝塚博物館に来る前の事前学

習や加曽利貝塚博物館の学術的意

義をコンパクトに紹介する動画な

どの教材制作についてもなお一層

の推進が望まれるところである。 

館長日記や学芸員日記などを

活用し、より博物館の魅力が

伝わるよう、ホームページで

の情報発信に努めています。

また、学校と博物館等との連

携強化の一環として、校外学

習の事前学習や振り返りの学

習等での活用を目的に映像コ

ンテンツ「千葉市の不思議を

学び隊！」を制作し、YouTube

で公開しました。 

（文化財課） 

○ 
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施策 評価委員の意見（抜粋） 対応状況 区分 

2-2 

市民ニーズに

対応した学習

機会の提供 

（放課後子ども教室・子どもルー

ム一体型モデル事業について）地

域格差や保護者の不平等感を払拭

するためには、できるだけ速やか

に事業を拡大することが望まれ

る。事業者選定にあたっては、地

域のニーズに応え、子どもが居場

所として安心して楽しく過ごせる

内容を提供できるよう、教育的な

資質・能力を持つ人材を有する点

などを考慮に入れることが肝要に

なろう。（中略）放課後の時間に

あっても、振り返ったときに、懐

かしく楽しい良い思い出となる時

間でありうるよう内容の充実につ

いて鋭意検討していただきたい。 

利用者に対するアンケート等

による評価を行うとともに、

事業者や関係部門と意見交換

を行うなど、今後の事業のあ

り方について検討していきま

す。 

（生涯学習振興課） 

△ 

 


